
 

 「小学校算数科授業づくり」リーフレット 

 

  

算数科における「主体的・対話的で深い学び」を

実現していくための手立ての検討 

〜深い学びの鍵となる「数学的な見方・考え方」を働かせる手立てに着目して〜 

 

 平成 28 年３月 14 日中央教育審議会教育総則・評価特別部会において、「アクティブ・ラーニングの視点

に基づく授業改善が行われ、学びが改善されることにより、子供たちは、各教科等の内容的な理解を深めな

がら、育成すべき資質・能力を身に付けていくことができる。こうした深い理解や資質・能力の獲得は、学

ぶことの意義や社会との関係の実感につながり、学習に向かう子供たちの内発的な動機を高め、自己調整を

行いながら生涯学び続ける力の獲得につながることになること」が提言されました。 

 特に、「アクティブ・ラーニングの視点に基づきどのように授業が改善され、子供たちのどのような変容

（学習内容の深い理解や資質・能力の獲得、学習への動機づけ等） につながったかという、授業改善に関す

る実践例の蓄積と普及がなされるべきである。」と指摘しています。「対話的な学び」及び「主体的な学び」

が注目され、「深い学び」の視点に基づく改善が図られていないことへの警鐘とも捉えることができます。 

 そこで、算数科における「主体的・対話的で深い学び」を実現していくための手立てについて、府内

小学校で実践されている事例を踏まえて紹介します。 
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 １ 新学習指導要領が目指す方向性 

 

 新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の授業改善が求められています。そのような授業改善を行うことに

より、見方・考え方を働かせ、３つの資質・能力を育成することが

目指すところです。 

 

 ２ 算数科の目標から見えること 

  

 新学習指導要領

で示された算数科

の目標を読み替え

ると、「何に着目さ

せて、どのような活

動を通して、何がで

きるようになれば

よいのか」とも読む

ことができます。こ

のようなことを視

点にして、授業づくりや教材研究を行う

ことで、深い学びの鍵となる「数学的な見

方・考え方」を働かせる手立てが見えてく

るといえます。 

 また、本時で考えさせたいことや話し

合わせたいことは、既習事項と未習事項

の境目にあるものといえます。授業者が

本時で考えさせたいことや話し合わせた

いことを授業前に焦点化しておくこと

で、児童の「学び」の質を高め、児童の「数

学的な見方・考え方」をより豊かにしてい

きます。 

 以上のことを踏まえて、右のような教

材分析シートを作成しました。 

 

第１ 目標
数学的な⾒⽅・ 考え⽅を働かせ、 数学的活動を

通して、数学的に考える資質・ 能⼒を次のとおり
育成することを目指す。
(1) 数量や図形などについての基礎的・基本的な
概念や性質などを理解するとともに、⽇常の事
象を数理的に処理する技能を⾝に付けるように
する。【知識及び技能】

(2) ⽇常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道
を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や
図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を⽤いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表し
たりする力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、
学習を振り返ってよりよく問題解決しようとす
る態度、算数で学んだことを⽣活や学習に活⽤
しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、⼈間性等】

能力 
見方・考え方 



 ３ 授業実践事例 

 

 「数学的な見方・考え方」を働かせることにつながった授業実践事例を紹介します。 
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考えさせるポイントを焦点

化させるための教材分析 

舞鶴市立朝来小学校 

「数学的な見方・考え方」を働かせ

るための切り返しの発問 

「数学的な見方・考え方」の

整理につなげる振り返り 

「数学的な見方・考え方」を働

かせるための既習事項の整理 
「数学的な見方・考え方」を引き出す

ための共通の図の活⽤ 

京丹後市立長岡小学校 

適⽤問題で誤った友だちに、ヒ

ントを出し合うことをとおし

て、本時の学習事項を統合的に

整理 
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 ４ 提案 

  

 児童が「数学的な見方・考え方」をよ

り豊かにしていくためには、「数学的な

見方・考え方」を働かせるような授業の

仕掛けや手立ては必要です。 

 特に、授業実践事例で紹介した小学校

では、児童の反応を見ながら切り返しの

問いかけが、児童自⾝が「数学的な見方・

考え方」を働かせる機会になっているこ

とが認められました。右の図は、府内の

実践事例をもとに、「数学的な見方・考え

方」働かせるような授業の仕掛けや手立

ての例をまとめてみたものです。 

 慶應義塾大学今井むつみ教授は、「学

びとは「知識の変容」」と示唆していま

す。「知識が再編成（再構造化、書き換え）

され、知識が自由自在に必要な時に取り

出せ、使うことができるようになること

こそが学習である」という考え方です。

「頭の中の道具箱」から教科等で学んだ

見方・考え方を自在に引っ張り出し、自

分事として課題に向き合い、自分なりの

答えを導き出していけるような資質や

能力を育てるような授業を目指してい

くことで、児童が「数学的な見方・考え

方」をより豊かにしていくと考えられま

す。 

 

 また、「数学的な見方・考え方」は繰り返し働かせることで、児童

は統合的・発展的に考えるようになるはずです。  

 左のような学習は、小学⽣なら方法１や２のように求め、中学⽣

なら方法３のように正負の数を使って求めようとします。どの求め

方も、「基準を決めて計算すれば求めやすい」というのが共通点です。

このような複数の学年で利⽤できる教材で学ばせることこそが、「数

学的な見方・考え方」をより豊かにし、統合的・発展的に考える手

立てになることが期待できます。 
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